
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と

　　

@　

@
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
三
）

山

ノ

充

夫

一二三四五

　田四日⇔（→
は
じ
め
に

釜
石
市
の
地
域
経
済
概
要

釜
鉄
依
存
の
地
域
経
済
循
環
（
以
上
、
七
二
号
）

釜
鉄
の
七
八
年
合
理
化
と
地
域
経
済
へ
の
波
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
e

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇔

1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
三
）
一

　
金
鉄
七
八
年
「
合
理
化
」

　
日
鉄
鉱
業
釜
石
鉱
業
所
へ
の
波
及

　
釜
鉄
下
請
関
連
企
業
へ
の
波
及
（
以
上
、
七
四
号
）

　
地
域
経
済
へ
の
打
撃

　
小
括
一
住
民
生
活
－

地
域
不
況
へ
の
対
応
策
の
展
開
ー
ー
複
合
都
市
へ
の
産
業
立
地
政
策
一

　
『
釜
石
地
区
産
業
立
地
計
画
調
査
報
告
書
』
に
み
る
立
地
可
能
業
種
の
検
討

　
立
地
政
策
の
具
体
化
と
問
題
点

　
企
業
城
下
町
の
行
方
を
め
ぐ
っ
て

（
以
上
、
本
号
）

九
九



金
鉄
の
関
連
企
業
は
、
産
業
中
分
類
で
は
、
鉄
鋼
業
の
ほ
か

の
で
あ
る
。

　
　
四
　
地
域
経
済
へ
の
打
撃

　
釜
鉄
の
七
八
年
合
理
化
は
、
前
節
ま
で
で
明
ら
か
と
な
っ
た

よ
う
に
下
請
関
連
企
業
を
直
撃
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
間
接
的

に
は
地
域
経
済
活
動
の
停
滞
な
い
し
は
人
口
の
大
幅
な
減
少
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

含
め
、
地
域
そ
の
も
の
に
打
撃
を
与
え
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
、
本
節
で
は
主
と
し
て
官
庁
統
計
に
依
拠
し
な
が
ら
確
認
し

て
お
き
た
い
。

　
　
　
①
鉄
鋼
業
と
関
連
産
業
の
縮
小

　
先
ず
、
金
鉄
が
属
す
鉄
鋼
業
部
門
の
動
向
を
み
よ
う
。
第
四

四
表
は
、
釜
石
市
の
産
業
中
分
類
別
製
造
品
出
荷
額
等
の
七
七

年
か
ら
八
二
年
ま
で
の
動
向
を
掲
げ
て
い
る
。
鉄
鋼
業
の
出
荷

額
が
全
工
業
に
占
め
る
割
合
は
一
貫
し
て
大
き
い
が
、
七
九
年

の
七
八
・
五
％
を
最
高
と
し
て
、
八
二
年
に
は
六
七
・
七
％
と

後
退
し
た
。
ま
た
出
荷
額
そ
れ
自
体
も
、
七
九
年
の
一
、
〇
一

五
億
円
を
最
高
と
し
て
、
八
二
年
に
は
六
九
三
億
円
に
後
退
し

た
。
七
九
年
に
比
較
し
て
実
に
六
八
二
二
％
水
準
ま
で
落
ち
た

第44表　釜石市工業の産業中分類別製造品出荷額1）の推移（単位：億円）

1977年［78年

総 計2）　　1，171　1，190

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雛
製
備
関
製
　
器
器
器

碗
　
刷
石
製
械
械
械

料
そ
沫
装
印
土
　
機
機
機

肢
貧
窶
属
般
論

食
衣
木
家
出
窯
鉄
金
一
電
輸

79年

1，294

153　　135
　2　　　　2　1

32　　　30

　1　　　　1

　7　　　7
12　　　15

909　　929　’

　6　　　7　，

7　　6i
10　　　×3）一

　　　　　i
20　291

　140

　2
　32

　2
　8
　15
1，015

　9
　3
　×

　34

80年　　81年 82年

1・24・ ｢ρ8911ρ24

　　　154　　　157

　2　1　　3
　　ド45　　45
　1　　　1

9　ヨ　　9

211　22
924け71
　　ラ

8　：　　7

　3　1　　3
　　i
X　－　26
20　1　　16

　　1

2
3
5
1
0
0
3
7
3
5
6

8
　
」
『
　

1
2
9
　
　1
1

1
　
　
　
　
　
　
　
6

注　1）岩手県の独自集計により，81年以外は，3人以下の事業所も含む。

　　　ただし81年は3人以下の事業所を含まない。
その他を含む。

Xは事業所数が2っ以下のため稿匿。

ゴチックは6年間での最高値。

資料は各年のr岩手県の工業一工業統計調査結果一』岩手県。

1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
ゴ

）
1

）
）
）
）

2
3
4
5

○
○



一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
三
）
－

が
目
立
つ
。

　
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
は
、
七
九
年
に
お
い
て
は
「
労
使
一
体
」

と
な
っ
た
増
産
努
力
も
あ
り
、
前
述
の
よ
う
に
出
荷
額
を
一
時

的
に
増
大
さ
せ
た
。
し
か
し
、
大
型
工
場
の
廃
止
に
よ
る
影
響

は
、
鉄
鋼
業
の
工
業
全
体
に
お
け
る
構
成
比
の
大
き
さ
を
反
映

し
て
、
製
造
業
の
総
出
荷
額
を
減
少
さ
せ
る
に
至
っ
た
。
七
九

年
に
は
一
、
二
九
四
億
円
あ
っ
た
総
出
荷
額
は
八
二
年
に
は
七

九
二
％
の
一
、
〇
二
四
億
円
に
減
少
し
た
の
で
あ
る
。

　
『
工
業
統
計
表
』
に
よ
れ
ば
、
製
造
品
出
荷
額
等
は
原
材
料

使
用
額
等
、
内
国
消
費
税
額
、
現
金
給
与
総
額
お
よ
び
「
営
業

　
　
　
　
（
2
）

余
剰
」
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
第
四
五
表
は
工
業
全
体
と

に
金
属
製
品
、
一
般
機
械
器
具
、
輸
送
用
機
械
器
具
な
ど
の
製

造
業
部
門
に
属
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
業
種
の
出
荷
額
は
い

ず
れ
も
七
七
年
な
い
し
は
七
九
年
を
最
高
と
し
て
そ
の
後
大
き

く
減
少
し
て
き
た
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
釜
鉄
の
下
請
関
連
企
業
を
ほ
と
ん
ど
も

た
な
い
業
種
、
例
え
ば
食
料
品
、
出
版
・
印
刷
同
関
連
な
ど
で

は
、
八
二
年
の
出
荷
額
が
最
高
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
対
照
性

第45表　釜石市の鉄鋼業の製造品出荷額等の推移（単位：億円，％）

製造品　原材料　 内　国1現金給与
出荷額等　　使用額　　消費税額2）：総　　額

「営業余剰」1）一

釜
石
市
総
計

○

鉄

　4）

鋼

業

1977年

　78年

　79年

　80年

　81年

　82年

　　　　　　　　　　ド1，171（100．0）i692（59．1）i

1，190〔100・0）622（522）i

1，294（100．0）1637（49．3）1

1，240（100・0）745（60・1）…

1，089（100、0）645（593）一

1，024（100．0）　654（63．8）1

　　　　　1

　　　　I　　　　　l1（0．0）1189（16．2）

O（0．0）i177（14，9）

1（0・0）1204（15．8）1

0（0．0）…218（17，6）1

1（O．1）　212（19．5）
　　　　　
0（0。0）…202（19．7）！

289（24，7）

391（32．9）

452（34．9）

277（19．9）

231（21．2）i

168（16．4）

1977年

　78年

　79年

　80年

　81年

　82年

909（100．0）1511（56．2）1

929（100。O）433（46．6）1

1，015（100，0）437（43・0）…

924〔100．0）　523（56、7）

771（100．0）1450（58．3）

693（100・0）1441（63・6）…

　　ラ（一）1158（17、4）

（一）　140（15．1）1

（一）一167（16・4）！

（一）…178（19．3）

（一）i170（22。0）
　　　　　　　　i
（一）i157（22・7）i

24・（26・4）1

356（38．3）1

411（40．5）

222（24．0）

152（19．7）

95（13．8）1

注　1）　「営業余剰」＝製造品出荷額等一（原材料使用額＋内国消費税額＋

　　　　　　　　　　現金給与総額）
　　　千万円単位で四捨五入のため実数と構成比とが一致しない場合がある。

　　　81年以外は3人以下の事業所を含む。81年は4人以上の事業所のみ。

　　　鉄鋼業には3人以下の事業所はない。

　　　　資料は第44表と同じ。

　　2）

　　3）

　　4）

　　5）



　
　
　
1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
三
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

鉄
鋼
業
と
の
二
つ
に
つ
い
て
製
造
品
出
荷
額
等
の
構
成
と
推
移
を
示
す
。
鉄
鋼
業
の
場
合
、
出
荷
額
等
は
七
九
年
を
頂
点
と
し
て
大
幅
に
減
少

し
た
。
原
材
料
使
用
額
等
の
構
成
比
は
七
九
年
ま
で
は
縮
小
し
て
き
た
が
、
八
0
年
以
降
拡
大
に
転
じ
、
八
二
年
の
構
成
比
は
七
九
年
の
四
三
・

○
％
に
対
し
て
一
〇
・
六
ポ
イ
ン
ト
増
の
六
三
・
六
％
に
達
し
た
。
現
金
給
与
総
額
は
絶
対
額
と
し
て
は
八
○
年
ま
で
増
加
し
た
が
、
そ
の
後

は
「
合
理
化
」
H
配
転
・
不
補
充
に
よ
る
従
業
員
数
の
大
幅
な
減
少
で
圧
縮
さ
れ
た
。
し
か
し
現
金
給
与
総
額
の
構
成
比
は
七
八
年
以
降
一
貫

し
て
上
昇
し
八
二
年
に
は
七
八
年
比
で
七
・
六
ポ
イ
ン
ト
増
の
二
二
．
九
％
に
達
し
た
。
人
件
費
圧
力
は
「
合
理
化
」
の
な
か
で
小
さ
く
な
る

ど
こ
ろ
か
、
大
形
工
場
な
ど
の
優
良
部
門
の
廃
止
に
よ
り
む
し
ろ
大
き
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
「
合
理
化
」
が
人
件
費
圧
力
を
皮
肉
に
も
高
め
る
な
か
で
、
八
0
年
か
ら
八
一
年
に
か
け
て
製
造
品
出
荷
額
等
の
構
成
要
素
に
特
徴
的
な
で

き
ご
と
が
生
じ
た
。
八
∩
）
年
か
ら
八
一
年
に
か
け
て
現
金
給
与
総
額
と
「
経
営
余
剰
額
」
と
が
逆
転
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
経
営
余

剰
」
率
は
七
九
年
に
は
最
高
値
四
〇
・
五
％
に
達
し
た
が
、
そ
の
後
急
速
に
後
退
し
、
八
二
年
に
は
わ
ず
か
二
二
．
八
％
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
製
造
品
出
荷
額
の
減
少
や
「
経
営
余
剰
」
割
合
の
縮
小
は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
何
よ
り
も
金
鉄
の
優
良
部
門
で
あ
っ
た
大

型
工
場
の
廃
止
を
基
本
的
な
原
因
と
し
て
い
る
。
　
「
経
営
余
剰
」
の
大
幅
な
後
退
は
「
中
期
生
産
構
造
」
下
で
の
各
製
鉄
所
ご
と
の
採
算
性
を

重
視
す
る
点
か
ら
す
れ
ば
新
た
な
「
合
理
化
」
を
す
す
め
ざ
る
を
得
な
い
原
因
と
な
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
八
四
年
初
頭
に
は
新
た
な
経
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
ソ

「
合
理
化
」
が
提
示
さ
れ
た
。

　
七
八
年
合
理
化
は
、
釜
石
市
工
業
の
従
業
者
数
の
動
向
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
第
四
六
表
は
産
業
中
分
類
別
に
従
業

者
数
の
推
移
を
示
す
が
、
全
体
で
は
七
七
年
か
ら
八
二
年
ま
で
の
六
年
間
に
六
、
七
八
九
人
か
ら
五
、
八
八
○
人
へ
と
一
三
．
四
％
の
減
少
を
み

た
。
こ
の
六
年
間
に
事
業
所
数
は
一
八
三
か
ら
、
一
一
〇
八
へ
と
増
加
し
て
い
る
か
ら
、
工
業
全
体
と
し
て
は
零
細
化
が
す
す
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

金
鉄
・
同
関
連
企
業
の
集
中
す
る
中
分
類
別
、
産
業
部
門
で
は
六
年
間
に
鉄
鋼
業
が
三
、
九
五
九
人
↓
三
、
e
三
四
人
へ
と
三
二
・
四
％
減
、
一

般
機
械
器
具
二
六
人
↓
五
〇
人
へ
と
五
六
・
九
％
減
、
ま
た
輸
送
用
機
械
器
具
は
一
七
七
人
（
七
七
年
）
↓
二
五
三
人
（
七
八
年
）
↓
二
一



　　第46表　釜石市工業の産業中分類別従業者数の推移（単位：人）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　2）1
　　　　　　　　　　　　1977年　　78年　179年　180年　一81年　182年
　　　　　　　　　　　　　
総　　計1）一6，789［6，6586・27215・935：5・1951一皿5・81・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　

5331，57811・48σ1・47911・34611・424 c

41　38　33　301　1161　106：
　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　I

273　258125112391234！231
35　　37　　35　　341　231　37
1451391151！1571163！196
　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　1

87　　82　　6gi　76i　66：　73　　　　1

3，120！3，034
　　　　1
　　116・　　121

　　471　　　50

　299　　341
　　　　1　　ρ
　　90！　　12∠

3，9593，664．3，528】3，217

　　107　　　　100　　　　121　　　　121

　　116　116　　60：　48
　　241　　　X　　　　X，　　　X
　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

　　177　2531　187　142
　　　　i

品
品
品
品
連
品
業
品
具
具
具

野
備
関
製
　
器
器
器

　
他
　
刷
石
　
製
械
械
械

蕩
壌
印
土
鍋
機
機
機

　
　
　
　
　
・
・
　
属
　
　
　
用

　
服
材
具
版
業
　
　
般
気
送

食
衣
木
家
出
窯
鉄
金
一
電
輸

注　1）　その他を含む。
　　2）　3人以下の事業所は含まない・81年以外は3人以下の事業所も含む。

　　3）　資料は第44表と同じ。

一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
三
）

二
人
（
八
二
年
）
へ
と
、
結
局
の
と
こ
ろ
五
年
間
で
五
一
・
八
％
減
と

な
っ
た
。
関
連
部
門
で
従
業
者
数
を
増
加
さ
せ
た
の
は
、
唯
一
、
金
属

製
品
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
と
て
も
七
九
年
以
降
は
増
加
し
て
い
な
い
。

た
だ
し
、
金
属
製
品
の
事
業
所
数
は
七
七
年
か
ら
八
二
年
に
か
け
て
六

つ
増
加
し
、
一
七
と
な
り
、
零
細
化
が
す
す
ん
だ
。

　
釜
鉄
非
関
連
部
門
で
従
業
者
数
を
大
き
く
増
加
し
た
の
は
衣
服
．
フ
て

の
他
繊
維
製
品
、
電
気
機
械
器
具
、
出
版
・
印
刷
同
関
連
な
ど
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
労
働
集
約
部
門
で
あ
る
。
鉄
鋼
業
に
次
ぐ
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

業
者
数
を
も
つ
食
料
品
製
造
業
は
、
七
八
年
の
一
一
、
五
七
八
人
を
最
高

と
し
、
そ
の
後
減
少
し
、
八
二
年
に
は
一
、
四
二
四
人
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
鉄
鋼
業
や
金
属
製
品
、
一
般
機
械
器
具
、
輸
送
用
機
械

器
具
な
ど
の
製
造
業
部
門
で
は
明
ら
か
に
釜
一
鉄
の
七
八
年
合
理
化
の
影

響
が
で
て
お
り
、
第
一
に
出
荷
額
の
減
少
、
　
「
営
業
余
剰
」
額
と
そ
の

率
と
の
後
退
に
よ
り
経
営
の
悪
化
は
む
し
ろ
増
強
さ
れ
た
こ
と
、
第
二

に
こ
れ
ら
が
人
件
費
の
切
詰
め
を
前
提
と
し
た
従
業
者
数
の
削
減
が
す

す
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
第
三
に
「
合
理
化
」
が
今
後
も

す
す
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
②
　
商
業
部
門
へ
の
影
響

　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三



　
　
　
一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
三
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

　
商
業
活
動
へ
の
波
及
に
関
し
て
は
、
本
格
的
に
は
別
の
論
者
に
よ
っ
て
詳
述
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
『
商
業
統
計
表
』
に
依
拠
し
な
が
ら
、

卸
売
業
、
小
売
業
、
飲
食
店
の
三
つ
に
分
け
て
、
主
と
し
て
商
店
数
、
従
業
者
数
、
年
間
販
売
額
、
商
品
手
持
額
、
売
場
面
積
な
ど
の
推
移
か

ら
概
要
を
の
べ
る
こ
と
に
限
定
し
た
い
。

　
第
四
七
表
は
、
一
九
七
六
年
か
ら
八
二
年
ま
で
の
六
年
間
の
卸
売
業
の
動
向
を
業
種
ご
と
に
み
た
も
の
で
あ
る
。
卸
売
業
全
体
と
し
て
は
、

七
六
年
か
ら
七
九
年
に
か
け
て
は
商
店
数
お
よ
び
従
業
者
数
が
減
少
し
、
年
間
販
売
額
と
商
品
手
持
額
と
が
伸
び
悩
ん
だ
。
七
九
年
か
ら
八
二
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年
に
か
け
て
は
、
従
業
者
数
は
さ
ら
に
減
少
し
た
も
の
の
、
商
店
数
は
増
加
に
転
じ
七
六
年
よ
り
も
多
く
な
り
、
年
間
販
売
額
と
商
品
手
持
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

と
は
そ
れ
ぞ
れ
一
・
三
倍
の
増
加
と
な
っ
た
。
商
品
回
転
率
は
、
一
七
・
一
五
（
七
六
年
）
↓
一
七
．
四
五
（
七
九
年
）
↓
一
七
．
五
四
（
八

二
年
）
と
わ
ず
か
ず
つ
で
は
あ
る
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
産
業
小
分
類
別
で
の
卸
売
業
の
動
向
を
み
る
と
、
農
畜
水
産
物
、
鉱
物
・
金
属
材
料
、
機
械
器
具
、
建
築
材
料
、
再
生
資
源
な
ど
の
部
門
で
、

七
九
年
の
商
品
販
売
額
が
七
六
年
よ
り
も
お
ち
こ
ん
で
い
る
こ
と
が
目
立
つ
。
農
畜
水
産
物
の
卸
売
業
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
釜
鉄
の
七
八
年

合
理
化
と
の
か
か
わ
り
が
直
接
的
で
あ
る
。
こ
の
影
響
の
程
度
は
、
鉱
物
・
金
属
材
料
や
機
械
器
具
の
卸
売
業
な
ど
で
は
、
商
店
数
や
従
業
者

数
の
減
少
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
商
品
回
転
率
も
そ
れ
ぞ
れ
三
三
・
三
〇
↓
三
二
・
七
二
や
一
七
．
六
一
↓
二
⊥
ハ
七
と
い
う
よ
う
に
大
き

く
お
ち
こ
ん
だ
。
た
だ
し
、
七
九
年
か
ら
八
二
年
に
か
け
て
は
こ
れ
ら
の
部
門
だ
け
で
な
く
、
農
畜
水
産
物
や
医
薬
品
．
化
粧
品
な
ど
の
卸
売

業
も
回
復
に
む
か
っ
た
た
め
、
卸
売
業
の
業
態
は
全
体
と
し
て
回
復
基
調
を
示
し
た
。
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1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
金
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
三
）

一
〇
五



　
　
　
一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
三
）
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

　
第
四
八
表
は
、
釜
石
市
の
七
六
～
八
二
年
の
小
売
業
の
動
向
を
産
業
中
分
類
別
に
商
店
数
、
従
業
者
数
、
年
間
販
売
額
、
商
品
手
持
額
、
売
場

面
積
な
ど
か
ら
み
た
も
の
で
あ
る
。
小
売
業
全
体
で
は
、
第
一
に
商
品
手
持
額
を
除
く
諸
指
標
は
い
ず
れ
も
六
年
間
で
増
加
し
た
こ
と
、
第
二
に

伸
び
率
は
、
七
六
～
七
九
年
で
は
伸
び
悩
ん
だ
が
七
九
年
～
八
二
年
で
は
再
び
大
き
く
な
っ
た
こ
と
、
第
三
に
商
品
回
転
率
が
八
・
五
六
（
七

六
年
）
↓
六
・
九
五
（
七
九
年
）
↓
九
二
σ
（
八
二
年
）
と
い
う
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
七
六
～
七
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

に
は
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
影
響
を
う
け
て
大
き
く
落
ち
こ
ん
だ
が
、
七
九
～
八
二
年
に
は
回
復
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
産
業
中
分
類
別
で
は
、
ス
ー
。
ハ
ー
や
百
貨
店
な
ど
を
含
む
「
各
種
小
売
業
」
と
、
日
用
消
費
財
な
ど
を
中
心
と
し
た
「
織
物
・
衣
服
・
身
固

品
」
、
　
「
飲
食
料
品
」
小
売
業
と
、
耐
久
消
費
財
を
中
心
と
し
た
「
自
動
車
・
自
転
車
」
、
　
「
家
具
・
建
具
・
什
器
」
小
売
業
と
の
間
で
異
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

た
動
き
が
み
ら
れ
た
。
、
各
種
小
売
業
は
中
分
類
の
な
か
で
は
、
唯
一
、
商
店
数
を
六
↓
五
↓
三
と
減
少
さ
せ
た
。
ま
た
各
種
小
売
業
で
は
従
業

者
数
、
年
間
販
売
額
、
売
場
面
積
も
、
商
店
数
減
少
の
な
か
で
七
六
～
七
九
年
に
か
け
て
伸
ば
し
た
も
の
の
、
七
九
年
～
八
二
年
に
か
け
て
は

大
き
く
後
退
し
、
八
二
年
の
諸
指
標
は
い
ず
れ
も
七
六
年
を
下
回
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
日
用
消
費
財
関
係
の
小
売
業
は
、
織
物
・
衣
服
・
身

回
品
小
売
業
で
の
売
場
面
積
の
後
退
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
の
指
標
も
高
め
て
い
る
。
し
か
し
、
商
店
経
営
の
重
要
な
経
営
指
標
の
一
つ
で
あ
る

商
品
回
転
率
が
、
い
ず
れ
の
小
売
業
で
も
傾
向
的
に
落
ち
て
き
て
お
り
、
楽
観
で
き
る
状
況
に
な
い
。

　
耐
久
消
費
財
関
係
の
小
売
業
は
、
商
店
数
、
従
業
者
数
、
商
品
手
持
額
な
ど
の
指
標
で
は
同
じ
傾
向
を
示
す
が
、
年
間
販
売
額
と
売
場
面
積

と
で
は
異
な
っ
た
傾
向
を
示
し
た
。
共
通
し
た
傾
向
と
は
、
商
店
数
が
一
貫
し
て
増
加
し
、
従
業
者
数
と
商
品
手
持
額
と
が
七
九
年
に
最
大
と

な
っ
た
が
、
八
二
年
に
か
け
て
は
減
少
し
た
こ
と
で
あ
る
．
、
中
分
類
別
で
は
、
自
動
車
・
自
転
車
小
売
業
は
七
九
年
に
一
つ
の
危
機
を
む
か
え

た
。
従
業
者
数
と
年
間
販
売
額
と
は
増
加
し
た
も
の
の
、
そ
れ
以
上
に
商
品
手
持
額
が
異
常
に
高
ま
っ
た
。
商
品
回
転
率
が
七
六
年
の
二
四
・

七
四
か
ら
七
九
年
の
四
．
九
八
へ
と
五
分
の
一
程
度
に
低
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
八
二
年
に
は
二
二
・
〇
一
に
ま
で
回
復
し
た
。
家
具
・

建
具
．
什
器
小
売
業
の
場
合
に
は
、
む
し
ろ
七
九
～
八
二
年
の
方
が
深
刻
で
あ
っ
た
。
年
間
販
売
額
を
減
少
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
商
品
回
転
率



も
五
・
七
七
↓
五
・
二
五
↓
五
・
〇
四
へ
と
継
続
し
て
低
下
さ
せ
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。

　
こ
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よ
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に
金
鉄
七
八
年
合
理
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は
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小
売
業
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で
は
耐
久
消
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財
を
中
心
と
し
て
消
費
の
減
退
を
ひ
き
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専
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だ
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な
く
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ス
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パ
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へ
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え
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。
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1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
一
、
一
）
1

一
C
七



　
　
　
一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
金
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
三
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八

　
最
後
に
飲
食
店
の
動
向
を
み
て
お
こ
う
。
第
四
九
表
は
、
釜
石
市
の
小
分
類
別
で
飲
食
店
の
動
向
を
店
舗
数
、
従
業
者
数
、
年
間
販
売
額
な

ど
の
指
標
か
ら
み
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
飲
食
店
で
の
「
バ
i
・
キ
ャ
バ
レ
ー
・
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
」
、
「
酒
場
・
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
」
の
従
業
者

数
と
年
間
販
売
額
に
つ
い
て
は
、
七
九
年
以
降
調
査
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
難
点
が
あ
る
こ
と
を
留
意
し
て
お
き
た
い
。
七
六
年
で
の
飲
食
店

合
計
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
割
合
は
、
商
店
数
で
四
七
・
六
％
、
従
業
者
数
で
三
六
二
％
、
年
間
販
売
額
で
三
一
二
二
％
に
達
し
て
い
た
。

　
商
店
数
は
全
体
で
は
増
加
し
て
い
る
。
産
業
小
分
類
で
は
、
　
「
う
ど
ん
・
そ
ば
店
」
、
　
「
す
し
屋
」
、
　
「
料
亭
」
な
ど
が
減
少
し
、
　
「
食
堂
・

レ
ス
ト
ラ
ン
」
、
　
「
喫
茶
店
」
、
　
「
酒
場
・
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
」
な
ど
が
増
加
し
た
。
　
「
バ
ー
・
キ
ャ
バ
レ
ー
・
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
」
な
ど
の
店
舗
数
は

減
少
し
た
。
従
業
者
数
は
、
調
査
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
除
け
ば
、
商
店
数
の
動
向
と
似
た
傾
向
を
示
し
た
。
た
だ
し
、
飲
食
店
小
計
で
は
、

七
六
年
か
ら
七
九
年
に
か
け
て
四
八
人
の
従
業
者
が
減
少
し
、
そ
の
後
一
一
人
回
復
し
て
、
八
二
年
に
は
七
九
一
人
と
な
っ
た
が
、
な
お
七
六

年
の
水
準
に
達
し
て
い
な
い
。

　
年
間
販
売
額
は
、
飲
食
店
小
計
で
は
七
六
年
以
降
一
貫
し
て
増
大
し
て
き
た
。
産
業
小
分
類
別
で
は
、
喫
茶
店
は
一
貫
し
て
年
間
販
売
額
を

増
加
さ
せ
た
。
す
し
屋
は
七
六
～
七
九
年
で
は
伸
び
悩
み
、
七
九
～
八
二
年
で
は
順
調
に
伸
び
た
。
食
堂
・
レ
ス
ト
ラ
ン
、
そ
ば
・
う
ど
ん
店

は
、
七
六
～
七
九
年
で
は
年
間
販
売
額
を
減
少
さ
せ
、
七
九
～
八
二
年
で
は
回
復
・
増
大
し
た
。
た
だ
し
、
そ
ば
・
う
ど
ん
店
の
八
二
年
の
年
間

販
売
額
は
七
六
年
の
そ
れ
を
わ
ず
か
に
上
回
わ
る
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
。
も
っ
と
も
被
害
の
大
き
か
っ
た
の
は
料
亭
で
あ
っ
た
。
七
六
～
七
九

年
に
か
け
て
三
八
．
一
％
の
年
間
販
売
額
の
減
少
を
示
し
た
。
七
九
～
八
二
年
で
は
八
二
年
の
数
字
が
秘
匿
の
た
め
明
確
に
は
わ
か
ら
な
い

が
、
商
店
数
の
大
幅
減
か
ら
回
復
し
た
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
飲
食
店
に
関
し
て
は
市
民
の
「
あ
ぶ
く
銭
」
の
減
少
が
料
亭
の
動
向
に
直
撃
し
、
市
民
の
楽
し
み
は
食
堂
・
レ
ス
ト
ラ
ン
や

喫
茶
店
へ
と
移
動
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
③
　
地
域
金
融
へ
の
投
影



第50表　釜石市産業中分類別金融・保険業の動向

1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
三
）
1

総 計

事業所x（店）t従業者数（人）1

1978年　1981年11978年！1981年i
　　　　　　　　　　　I　　　　　　　I

53 60　　　　584　　　713

銀　　行　・　信　　託　　業

中小企業・庶民・住宅等特定目的金融業

補助的金融業・金融付帯業
保　　　　険　　　　業

保険媒介代理業・保険サービス業

3
∩
ン
ー
【
フ
だ
フ

　
2
　
　
1

4
1
1
9
5

3
　1

74

216

　4

262

28

113

230

　4

315

51

資料は釜石市r釜石市統計書昭和56年版』1983年1月・

原資料は総理府統計局の各年『事業所統計調査報告』

第51表　釜石市内金隙機関の預貯金と貸出の動向

銀行預金残高　　銀行貸付残高　　銀行預貸率1）！郵便貯金現在高2）
　（百万円）　　　　（百万円）　　　　　　（％）　　　　　（百万円）

1975年

　76

　77

　78

　79

　80

　81

37，208

48，432

59，095

64，979

67，921

84，970

94，130

27，920

35，842

43，627

42，599

51，328

55，602

65，079

75．0

74．0

73．8

65．6

75．6

65．4

69．1

　643

　531

　664

　650

　395

　877

1，206

注　1）銀行預貸率＝貸付残高÷貯金残高×100。
　　2）　郵便貯金現在高は，1976年までは通常郵便貯金であり，77年以降では通

　　　　常・積立・定額・財形を合算して記入してある。

　　3）　資料は釜石市r釜石市統計書昭和56年版』1983年1月。

　
工
業
活
動
・
商
業
活
動
の
動
向

は
地
域
金
融
の
活
動
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
ひ
き
お
こ
し
て
き
て
い
る
で

あ
ろ
う
か
。

　
先
ず
、
第
五
〇
表
に
よ
り
金
融
関

係
の
事
業
所
数
と
従
業
者
数
の
七
八

年
と
八
一
年
と
の
比
較
か
ら
み
て
お

こ
う
。
金
融
関
係
全
体
と
し
て
は
事

業
所
数
も
従
業
者
数
も
増
加
し
た
。

産
業
中
分
類
で
も
中
小
企
業
・
庶

民
・
住
宅
等
特
定
目
的
金
融
業
や
保

険
業
を
は
じ
め
と
し
て
、
い
ず
れ
の

指
標
で
も
減
少
し
た
も
の
は
ひ
と
つ

も
な
い
。
雇
用
機
会
と
い
う
点
か
ら

す
れ
ば
、
工
業
や
商
業
部
門
で
の
雇

用
状
況
の
悪
化
を
、
金
融
関
係
は
わ

ず
か
で
は
あ
る
が
緩
和
す
る
役
割
を

果
し
た
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
一
〇
九



一
企
業
城
一
卜
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及

　　　計

983．3

110．4

264．2

127．4

164．7

合
．

　第52表　釜石市内産業別純生産の動向　（単位：億円）

　　　　…第1次産業第2次産業1第3次産業綿屑和1子

977年　　　　115．3　　　462．6　　　405．4　　　　＊1）

78年　　　　103．3　　　4925　　　542．5　　　▲27．9

79年　　　　　78．5　　　637．3　　　6015　　　▲53。0

80年　　　　923　　442．2　　635．9　　▲43．0
81年　　　　102．2　　　427．g　I　679・0　　▲44．3

　注　1）調査されていない。

　　　2）　資料は第51表同じ。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
、
」
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇

　
で
は
、
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
が
地
域
金
融
の
活
動
に
負
の
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、

そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
第
五
一
表
は
釜
石
市
内
に
あ
る
銀
行
（
信
用
金
庫
を
含
む
）
の
預
金
残
高
と

貸
付
残
高
、
郵
便
貯
金
の
動
向
を
示
す
。
こ
こ
か
ら
は
、
第
一
に
銀
行
預
金
残
高
の
伸
び
が
七
八
～

七
九
年
に
か
け
て
小
さ
か
っ
た
こ
と
や
、
郵
便
貯
金
現
在
高
が
七
九
年
に
は
対
前
年
比
で
六
〇
・
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

％
水
準
に
お
ち
こ
ん
だ
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
全
体
と
し
て
資
金
余
裕
示
小
さ
く
な
っ
た
。
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

二
に
、
銀
行
貸
付
残
高
は
七
八
年
に
は
対
前
年
比
九
七
・
六
％
へ
と
お
ち
こ
み
、
市
内
の
企
業
活
動

が
不
活
発
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
、

　
　
　
④
　
釜
石
市
内
純
生
産
の
動
向

　
金
鉄
七
八
年
合
理
化
は
、
釜
石
鉱
山
「
閉
山
」
U
再
編
・
縮
小
↓
釜
鉄
大
型
工
場
の
「
休
止
」
h

廃
止
と
再
編
↓
下
請
関
連
企
業
か
ら
の
仕
事
の
回
収
・
合
理
化
縮
小
↓
地
域
経
済
他
部
門
へ
の
負
の

波
及
と
い
う
図
式
の
な
か
で
、
第
一
次
産
業
と
そ
の
関
連
産
業
を
除
く
地
域
経
済
全
体
に
負
の
影
響

を
も
た
ら
し
て
き
た
。
第
五
二
表
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
経
済
活
動
の
状
況
を
包
括
的
に
み
た
釜
石
市

の
純
生
産
で
あ
る
。
全
体
で
は
、
七
九
年
の
一
、
二
六
四
億
円
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
八
○
年
に
は
大

き
く
後
退
し
、
八
一
年
に
お
い
て
も
部
分
的
な
回
復
は
あ
っ
た
も
の
の
、
ピ
ー
ク
の
七
九
年
に
比
較

し
て
な
お
一
〇
〇
億
円
ほ
ど
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
産
業
部
門
別
で
は
、
第
一
次
産
業
は
減
反
政
策
下
に
あ
る
米
作
が
冷
害
の
影
響
を
う
け
た
の
み
な

ら
ず
、
漁
業
の
生
産
も
振
わ
ず
、
七
七
年
の
一
一
五
億
円
を
ピ
ー
ク
と
し
て
後
退
し
、
七
九
年
以
降

回
復
の
兆
し
が
み
え
る
も
の
の
、
な
お
低
迷
し
て
い
る
。



　
第
二
次
産
業
は
、
こ
れ
ま
で
詳
細
に
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
釜
石
市
の
純
生
産
の
大
宗
で
あ
り
、
そ
の
中
心
と
し
て
の
鉄
鋼
業
目
蓋
鉄
の
動

向
が
直
接
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
第
二
次
産
業
は
、
七
九
年
に
は
金
鉄
労
働
者
の
合
理
化
直
後
の
「
ふ
ん
ば
り
」
も
あ
り
六
三
七
億
円
の
純

生
産
を
あ
げ
、
市
内
純
生
産
の
五
〇
・
四
％
を
占
め
た
。
し
か
し
、
大
型
工
場
の
閉
鎖
は
ピ
ー
リ
ン
グ
工
場
の
「
増
強
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
大

き
な
重
荷
と
な
り
、
第
二
次
産
業
の
純
生
産
は
大
き
く
後
退
し
、
全
体
に
対
す
る
構
成
比
も
八
一
年
に
は
三
六
．
七
％
と
な
っ
た
。

　
第
三
次
産
業
は
、
一
次
・
二
次
産
業
が
不
振
な
な
か
で
、
唯
一
、
堅
調
を
示
し
た
。
八
一
年
に
は
純
生
産
の
五
八
．
三
％
を
占
め
、
釜
石
市

で
も
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
が
す
す
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
（
1
）
　
拙
稿
「
構
造
不
況
産
業
都
市
と
市
民
生
活
一
企
業
城
下
町
釜
石
の
場
合
一
」
　
『
都
市
問
題
』
第
七
四
巻
第
」
一
一
一
号
、
一
九
八
三
年
一
一
一
月
。

　
　
（
2
）
　
「
経
営
余
剰
」
は
、
こ
こ
で
は
製
造
品
出
荷
額
等
一
（
原
材
料
使
用
額
等
＋
内
国
消
費
税
額
＋
現
金
給
与
総
額
）
と
し
て
定
義
昏
。
れ
る
。
い
い
か
え

　
　
　
れ
ば
粗
付
加
価
値
額
か
ら
現
金
給
与
総
額
を
減
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

国
　
『
岩
手
東
海
新
聞
』
八
四
年
一
月
二
三
日
号
。

　
第
五
八
表
を
参
照
。

　
大
き
い
の
は
岩
手
缶
詰
㈱
で
あ
る
。

　
商
品
回
転
率
は
、
年
間
販
売
額
＋
商
品
手
持
額
、
で
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
『
岩
手
東
海
新
聞
』
八
三
年
三
月
一
八
日
号
で
は
、
　
「
釜
石
市
の
年
間
商
品
販
売
額
、
初
め
て
一
千
億
円
突
破
、
商
店
数
二
千
店
に
迫
る
。
地
盤
沈

下
の
経
済
に
も
明
る
い
材
料
」
と
題
し
て
い
る
が
、
こ
の
記
事
の
中
で
の
釜
石
商
工
会
議
所
の
コ
メ
ン
ト
は
か
な
り
、
践
、
つ
い
見
通
し
を
出
し
て
い
る
。

　
特
に
五
〇
人
以
下
の
従
業
者
規
模
の
各
種
小
売
業
は
、
六
年
間
に
商
店
数
を
四
か
ら
、
一
に
減
少
し
た
。
階
層
分
解
が
み
ら
れ
る
。

　
銀
行
預
金
な
か
で
大
き
く
わ
ち
こ
ん
だ
部
門
は
当
座
預
金
で
あ
っ
た
。

　
証
書
貸
付
以
外
の
、
手
形
貸
付
、
当
座
貸
越
、
割
引
手
形
な
ど
が
後
退
し
だ
。

小
括
－
住
民
生
活
t
一
－
・
一
－

－
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
ゴ
、
一
）
1
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一



　
　
1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
金
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
三
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二

　
厳
し
く
な
っ
た
企
業
経
営
状
況
の
も
と
で
釜
石
市
民
の
生
活
が
ど
う
な
っ
た
の
か
を
官
庁
統
計
を
利
用
し
て
考
察
し
、
本
節
の
小
括
と
し
ょ

，
つ
。

①
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i
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
一

　
純
生
産
の
後
退
は
、
市
民
分
配
所
得
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た

ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
五
三
表
は
七
七
年
か
ら
八
一
年
ま
で
の

市
民
分
配
所
得
と
そ
の
構
成
の
変
化
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
純
生
産

は
八
○
年
以
降
減
少
し
て
き
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
分
配
所
得
は
増

加
を
続
け
、
対
七
七
年
比
で
・
八
一
年
の
分
配
所
得
は
二
一
九
・
七

％
に
達
し
た
。

　
分
配
所
得
は
、
雇
用
者
所
得
、
財
産
所
得
、
企
業
所
得
、
そ
の
他

（
控
除
）
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
雇
用
者
所
得
と
財
産
所
得
と
は

こ
の
五
年
間
で
は
細
目
内
訳
を
ふ
く
め
、
対
前
年
比
は
い
ず
れ
も
プ

ラ
ス
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
企
業
所
得
は
八
○
年
に
最
高
を

示
し
た
。
た
だ
し
、
細
目
内
訳
で
は
民
間
法
人
の
み
が
同
じ
八
○
年

に
最
高
と
な
っ
た
。

　
五
年
間
で
の
分
配
所
一
得
の
伸
び
率
は
、
雇
用
者
所
得
一
八
・
九
％

増
、
財
産
所
得
七
七
・
六
％
、
企
業
所
得
七
四
二
％
増
と
い
う
よ

う
に
、
財
産
所
得
や
企
業
所
得
で
増
加
が
自
立
つ
。
企
業
所
得
の
細

目
内
訳
で
の
伸
び
率
は
、
民
間
法
人
企
業
六
九
七
・
四
％
増
、
個
人

企
業
一
五
・
六
％
増
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
公
的
企
業
な
ど
を
除

け
ば
、
勤
労
者
と
個
人
企
業
で
の
所
得
の
伸
び
悩
み
と
、
民
間
法
人

第54表　釜石市内製造業従業者1人当現金給与総額の推移（万円）

）
i

　　　ド1977年178年 79年　　80年　　81年2L　82年

総 計1） 279 266 325

食料品製造業
衣服その他繊維製品

木材・木製品製造業

家具・装備品製造業

出版印刷同関連産業

窯業・土石製品製造業

鉄　　　鋼　　　業

金属製品製造業
一般機械器具製造業

電気機械器具製造業

輸送用機械器具製造業

9
4
5
9
8
3
0
8
3
2
4

7
3
3
0
7
7
0
5
7
0
6

　
1
1
1
1
1
4
1
1
1
1

87

V6

T0

P6

X6

W8

W3

j
6
0
X
罫

　
1
1
1
1
1
3
1
1
2

％
9
1
男
2
6
9
6
2
2
η
5
6
5
9
×
2
8

　
1
1
1
1
2
4
1
1
　
3

367 366 344

05

V6

U9

R2

t
5
6
男
娼
6
9
×
0
1

1
1
1
1
2
2
5
1
1
　
3

9
9
1
4
5
0
3
4
5
3
9

1
3
7
6
1
0
4
6
9
2
4

1
1
1
1
2
3
5
1
1
1
4

7
7
3
7
4
1
8
3
5
6
9

1
3
8
2
0
5
1
8
9
2
7

1
1
1
1
2
3
5
1
1
1
3

注1）その他を含む。
　2）　3人以下の事業所を除く。従って，1人当現金給与総額は若干高くなる。

　　　なお，81年以外は3人以下の事業所も含む。

　　3）　資料第44表と同じ。



第55表　釜石市の労働力状態男女別15歳以上の人ロ

1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七

　　　　女

1975年半1980年

　　　　　　1

26．9921　26，32

　総　　数　　1　　男

1975年11980年半1975年目980年
　　　I
　　　I　　　　　　　　　　！
52．2291　50．449：　25，2371　24，128

31，63313・，474！21，13619・68・11・・4971・・794

3・，62129，35412・，34イ18，82111・・27711・・533

26，50525，05219，997：18，436－6，5086，616

3，7333，88d　69　88：3，6643，792
　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　ド

　　　48　28－　20：　12　28　16
　　　335！　394　258…　285　77i　109
　　　　　1　　　　　　i

2612208597920121　　1．120

205961986引4101i4415i16，495i15，450
　　’　i　’　1　”　1　　■　　一

人　口　総　数

労働力人口計

就業者計
　主に仕事
　家事のほか仕事

　通学のかたわら仕事

　休　業　者

　完全失業者

非労働力人口

八
年
合
理
化
の
波
及
（
三
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四

　
　
　
企
業
と
財
産
で
の
所
得
の
急
増
と
が
対
照
的
に
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
合
理

資料は総理府統計局各年r国勢調査報告』

化
の
「
成
果
」
の
一
端
を
こ
こ
に
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
雇
用
者
所
得
の
伸
び
悩
み
は
、
第
五
四
表
で
の
市
内
製
造
業
従
業
者
一
人

当
現
金
給
与
総
額
の
推
移
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
製
造
業
全
体
で

は
、
七
八
年
と
八
○
年
に
お
い
て
対
前
年
比
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
全
体

の
動
向
は
、
鉄
鋼
業
の
動
向
で
基
本
的
に
決
ま
る
。
た
だ
し
、
鉄
鋼
業
の
給
与

総
額
水
準
は
、
他
の
製
造
業
部
門
の
そ
れ
を
大
き
く
上
回
わ
る
。
例
え
ば
、

八
二
年
で
は
鉄
鋼
業
を
一
〇
〇
と
す
る
と
、
こ
れ
に
最
も
近
い
水
準
に
あ
る

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
で
七
二
・
二
％
、
最
も
低
く
か
っ
た
の
は
食
料
品

製
造
業
で
二
二
・
六
％
で
あ
っ
た
。

　
　
　
②
　
生
活
条
件
の
悪
化

　
こ
の
よ
う
な
所
得
水
準
の
伸
び
悩
み
は
、
生
活
条
件
の
悪
化
を
ひ
き
お
こ

す
こ
と
に
な
る
。
い
く
つ
か
の
指
標
か
ら
生
活
条
件
の
悪
化
を
み
て
お
こ
う
。

　
第
一
は
相
対
的
過
剰
人
口
の
動
向
で
あ
る
。
第
五
五
表
は
、
釜
石
市
の
労

働
力
状
態
男
女
別
一
五
歳
以
上
人
口
を
七
五
年
と
八
O
年
こ
の
比
較
で
み
た

も
の
で
あ
る
。
労
働
や
人
口
総
数
の
五
年
間
の
変
化
は
、
男
子
が
一
、
四
五

六
人
減
、
女
子
が
二
九
七
人
増
で
あ
り
、
全
体
で
一
、
一
五
九
人
減
で
あ
っ

た
。
就
業
者
数
の
五
年
間
の
変
化
も
、
男
子
一
、
五
三
二
人
減
、
女
子
二
五



六
人
増
で
、
全
体
で
一
、
二
六
七
人
減
を
示
し
た
。
労
働
力
人
口
の
減
少
よ
り
も
就
業
者
の
減
少
（
た
だ
し
女
子
は
逆
）
の
方
が
大
き
い
。

　
就
業
者
の
構
成
で
の
変
化
の
特
徴
は
、
男
子
の
場
合
に
は
、
　
「
主
に
仕
事
」
と
「
通
学
の
か
た
わ
ら
仕
事
」
が
そ
れ
ぞ
れ
一
、
五
六
一
人
、

八
人
の
減
少
を
示
し
、
「
完
全
失
業
者
」
　
「
休
業
者
」
「
家
事
の
ほ
か
仕
事
」
が
そ
れ
ぞ
れ
、
六
七
人
、
二
七
人
、
一
九
人
の
増
加
を
示
し
た
。

明
ら
か
に
、
男
子
の
就
業
状
態
は
悪
化
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し
て
女
子
の
場
合
に
は
、
　
「
通
学
の
か
た
わ
ら
仕
事
」
だ
け
が

女

第56表　釜石市の有効求人倍率1）の推移

　　　　　計　　　一　　　男

975年：　1・221　LO2；　1●55
761　LO9　　　0・88　　　L46
77i　1．00　…　0．96　　　1．06
78…　0．82　　0，81　－　O・84
79　－　1．06　1　0．99　　　1。17

　　　　　　　　　　　ド
80！　0．78　；　0．68　－　0・93
81　1　　0．70　1　　0．63　1　　0．82

　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　一＿＿一

　注　1）有効求人倍率＝新規求人数÷新規求職者数

　　　2）　資料は第51表と同じ。

t
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
三
）
1

一
二
人
減
で
あ
り
、
他
は
い
ず
れ
も
増
加
し
た
。
す
な
わ
ち
、
　
「
家
事
の
ほ
か
仕
事
」
一
二

八
人
増
、
　
「
主
に
仕
事
」
一
〇
八
入
増
な
ど
と
い
っ
た
就
業
へ
の
参
入
増
も
あ
れ
ば
、
　
「
完

全
失
業
者
」
四
一
人
増
、
　
「
休
業
者
」
三
二
人
増
な
ど
と
い
っ
た
就
業
機
会
を
失
な
っ
た
増

加
も
あ
り
、
労
働
力
の
流
動
性
が
高
ま
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
の
釜
一
石
市
内
の
労
働
市
場
は
、
男
子
の
正
規
の
就
業
機
会
が

減
少
し
、
休
業
者
・
失
業
者
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
女
子
の
正
規
．
非
正
規
就
業
者
が
増

加
し
、
労
働
力
の
女
子
化
、
流
動
化
、
非
正
規
化
が
す
す
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
有
効
求
人
倍
率
の
動
き
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
。
第
五
六
表
は
釜
石
市
内

の
有
効
求
人
倍
率
を
七
五
～
八
一
年
に
わ
た
っ
て
男
女
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
七
五
年

以
後
の
有
効
求
人
倍
率
の
推
移
は
、
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
が
発
表
さ
れ
た
七
八
年
と
、
八
○

年
以
降
に
お
い
て
一
・
○
を
下
回
わ
っ
て
い
る
。
性
別
で
は
、
男
子
の
方
が
深
刻
で
あ
り
、

七
六
年
以
降
、
常
に
有
効
求
人
倍
率
は
一
・
○
を
下
回
わ
り
、
八
一
年
に
は
∩
）
．
六
三
に
ま

で
お
ち
て
い
る
。
女
子
の
方
は
、
常
に
男
子
の
そ
れ
を
上
回
わ
る
有
効
求
人
倍
率
を
推
移
し

て
き
た
が
、
七
八
年
と
八
○
～
八
一
年
に
か
け
て
は
一
・
○
を
下
回
わ
っ
て
お
り
、
八
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五



i
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
三
）
1

　　　第57表　釜石市内生活保護人員と保護費の動向

　　　i生活保護実人員生活保護延べ人員1同左金額
　　　1（3月末）　（人）　　　　　（人）　1　　（百万円）

1975年1 @648i16，5151　3・5
76 @　616…　15・8151　308

　77　　　　　　　　　650　　　i　　　　16，434　　　　　　　　　333

78 @　666…　17・4う8i　403
79　　734t　l8，2591　539
8・ @　678119・4871）1　498

　81　　　－　　　　　　　688　　　　　　　　　17，9062）　　1　　　　　　　479

注　1）2）　内訳を集計したもの。

　　3）　資料は第51表と同じ。

円
を
借
り
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
の
た
め
市
は
八
四
年
度
に
は
原
資
を
五
〇
〇
万
円
上
積
み
し
て
、

金
庫
釜
石
支
店
に
預
託
し
、
融
資
枠
を
そ
の
四
倍
に
あ
た
る
六
千
万
円
と
し
た
。

　
岩
手
県
は
釜
石
市
に
「
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
の
釜
石
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。
そ
こ
で
の
八
三
年
度
の
消
費
生
活
相
談
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

理
状
況
に
お
け
る
「
サ
ラ
金
」
問
題
の
比
重
は
高
ま
り
、
八
二
年
度
の
二
件
か
ら
八
三
年
に
は
五
三
件
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
生
活
相
談
全
体
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六

に
は
○
・
八
二
に
ま
で
お
ち
こ
ん
だ
。
な
お
、
同
表
に
は
載
せ
て
い
な
い
が
、
こ
の
後
の
労

働
力
需
給
関
係
は
一
層
き
つ
く
な
っ
て
お
り
、
八
三
年
で
は
全
体
の
有
効
求
人
倍
率
が
、
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

に
〇
二
二
七
と
い
う
か
っ
て
な
い
低
い
記
録
を
示
し
た
。

　
第
二
に
所
得
水
準
の
停
迷
は
、
固
定
的
過
剰
人
口
と
し
て
の
生
活
保
護
の
増
加
を
も
た
ら

し
た
。
第
五
七
表
は
こ
れ
を
示
す
が
、
釜
鉄
合
理
化
の
直
後
の
七
九
年
に
生
活
保
護
実
人
員

七
三
四
人
、
保
護
費
五
・
四
億
円
と
い
う
ピ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
た
。
た
だ
し
生
活
保
護
延
べ

人
員
数
で
は
八
○
年
が
最
大
と
な
っ
た
。

　
第
三
は
、
第
一
、
第
二
の
過
剰
人
口
群
を
含
ん
だ
市
民
が
生
活
困
窮
に
お
わ
れ
て
、
　
「
サ

ラ
金
」
な
ど
に
手
を
だ
し
、
こ
れ
が
一
段
と
市
民
の
生
活
条
件
を
圧
迫
し
て
き
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
釜
石
市
は
、
一
九
八
三
年
八
月
に
「
勤
労
者
生
活
安
定
資
金
貸
付
制
度
」
を
発
足
さ
せ

た
。
こ
れ
は
「
サ
ラ
金
」
被
害
が
増
大
す
る
な
か
で
、
被
害
防
止
対
策
と
し
て
発
足
し
た
も

の
で
あ
る
。
八
三
年
の
貸
付
実
績
は
、
八
カ
月
分
で
一
三
〇
件
に
達
し
、
貸
付
総
額
も
四
、

三
五
二
万
円
に
昇
っ
た
。
一
件
あ
た
り
平
均
三
三
・
四
万
円
で
あ
る
が
、
最
高
限
度
五
〇
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
〇
万
円
と
し
、
こ
れ
を
岩
手
労
働



五
五
％
あ
ま
り
に
相
当
す
る
。

　
　
　
③
　
税
収
動
向
へ
の
は
ね
か
え
り

　
こ
の
よ
う
な
生
産
・
生
活
上
で
の
困
難
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
タ
イ
ム
・
ラ
グ
を
も
ち
な
が
ら
税
収
動
向
に
反
映
し
て
い
く
。

　
第
一
は
県
税
の
動
向
で
あ
る
。
第
五
八
表
は
釜
石
市
と
大
槌
町
と
を
あ
わ
せ
た
県
税
釜
石
管
区
の
県
税
額
の
推
移
を
示
す
。
全
体
的
な
特
徴

第58表　釜石県税事務所所管内1）県税額の推移

収入済額■ I同左割合
　（百万円）　　　　　　（％）

　　2，462　　　99，80

　　2，132　　　99．67

　　3，783　　　99．74
　　4艶338　　　　　　　　　99．63

　　4，062　　　99．56
　　3、473　　　　　　　　99．09

調　定　額
　（百万円）

　　2，467

　　2，139

　　3，793

　　4，354

　　4，080

　　3．505

1977年

　　78

　　79

　　80

　　81

　　82

注　1）釜石市と大腿町。

　　2）　資料は各年『岩手県税務統計書』岩手県総務部税務課。

一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
三
）
一

と
し
て
は
、
県
税
調
定
額
は
七
八
年
の
ボ
ト
ム
の
あ
と
増
加
を
し
て
八
○
年
に
は
四
三
億
五
四

〇
〇
万
円
に
達
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
峠
と
し
て
減
少
に
向
か
い
、
八
二
年
に
は
七
九
年
水

準
を
も
下
回
わ
る
に
至
っ
た
。

　
県
税
調
定
額
の
主
な
項
目
は
、
一
九
八
二
年
の
場
合
、
法
人
事
業
税
（
三
〇
．
七
％
）
、
法

人
県
民
税
（
二
七
・
二
％
）
、
自
動
車
税
（
一
四
・
六
％
）
、
軽
油
取
引
税
べ
九
・
○
％
）
な
ど

で
あ
り
、
特
に
法
人
関
係
二
税
は
景
気
変
動
に
伴
な
う
企
業
の
収
益
動
向
を
敏
感
に
反
応
す
る

の
で
、
こ
れ
ら
の
比
重
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
動
向
が
県
税
の
動
向
に
直
接
的

に
ひ
び
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
調
定
額
と
の
動
向
と
同
様
に
重
要
な
も
の
は
収
納
率
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
傾
向
的
に
落
ち
て

き
て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
七
七
年
に
は
九
九
・
八
○
％
で
あ
っ
た
収
納
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

は
、
八
二
年
に
は
九
九
・
〇
九
％
と
な
っ
た
。

　
第
二
は
市
税
の
動
向
で
あ
る
。
市
税
収
入
は
、
県
税
が
企
業
収
益
の
動
向
に
左
右
さ
れ
や
す

い
の
に
対
し
て
、
例
え
ば
八
一
年
で
は
市
民
税
五
一
・
○
％
、
固
定
資
産
税
三
五
．
九
％
、
市

た
ば
こ
消
費
税
五
・
四
％
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
景
気
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七



1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
講
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
三
）
－

同左割合
　　　　　　（弘）

　　　99．61

　　　99．56

　　　99．51

　　　99．44

　　　99．39

　　　98、71

　　　第59表　釜石市税の動向

　　　　調　定　額　　収入済額
　　　i　　（百万円）　　　　（百万円）

1977年…　　3，068　－　　3，056
　78　　 －　　　　　3，131　　　　　　　　3，117

　79　　　－　　　　　　3，872　　　　　　　　　　3，853

　80　　　　4，375　　　　4，351
　81　　　　　　　4，611　　　　　　　　4，582

　82　　　i　　　　　4．652　　　「　　　　　4．592

同左割合
　　　　（％）

　　93．39

　　92．88

　　92．01

　　90．45

　　88．60

　　　資料は第51表と同じ。

　　第60表　釜石市国民健康保険税の動向

　　　i調定額1収入済額　　　1　　（百万円）　1　　（百万円）

1977年　　　　　559　1　　　523

　78　　　　634　！　　　589
　　　　　　　　　　　ド
　79　　　－　　　　　　763　　　1　　　　　　702

80i　827i　748
81’ @　939　！　　832

　82　i　　　8501）1　　　一

注　1）見込み。

　　2）　資料は第51表と同じ。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八

向
を
間
接
的
に
反
映
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
景
気

動
向
と
い
う
よ
り
は
、
直
接
的
に
は
市
民
の
個
人
所
得
の

動
向
を
反
映
す
る
性
格
を
も
つ
と
い
え
る
。

　
第
五
九
表
は
市
税
の
調
定
額
を
収
入
済
額
と
の
七
七
年

～
八
二
年
の
推
移
を
示
す
。
調
定
額
は
七
七
～
八
二
年
の

間
で
は
対
前
年
比
の
伸
び
は
常
に
プ
ラ
ス
で
あ
っ
た
。
と

は
い
え
は
、
こ
の
伸
び
率
は
、
七
八
～
七
九
年
の
三
二
・

七
％
増
の
あ
と
は
小
さ
く
な
り
、
八
一
～
八
二
年
で
は
わ

ず
か
○
・
九
％
増
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
伸
び
率
の
鈍
化

は
、
市
民
の
所
得
水
準
の
伸
び
悩
み
だ
け
で
な
く
、
人
口

そ
の
も
の
の
減
少
を
も
反
映
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て

市
税
収
入
の
問
題
は
、
収
納
率
が
低
下
し
て
き
た
こ
と
に

も
あ
る
。
七
七
年
に
は
九
九
・
六
一
％
で
あ
っ
た
も
の
が

年
々
低
下
し
、
八
二
年
に
は
九
八
・
七
一
％
ま
で
お
ち
た

　
　
（
5
）

の
で
あ
る
。

　
税
収
の
な
か
で
も
っ
と
も
困
難
を
き
わ
め
て
い
る
の
は
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
で
あ
る
。
第
六
〇
表
に
よ
れ
ば
、
調
定
額
は
七
七
～
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

一
年
の
間
で
は
年
平
均
一
三
・
九
％
増
の
伸
び
を
示
し
た
が
、
こ
れ
は
七
八
～
八
0
年
の
間
に
毎
年
税
率
改
定
が
行
な
わ
れ
た
所
産
で
あ
り
、

そ
の
後
は
改
定
が
な
か
っ
た
た
め
、
八
二
年
で
は
対
前
年
比
九
〇
・
五
％
水
準
の
調
定
額
に
と
ど
ま
っ
た
。
収
納
率
は
急
速
に
低
下
し
た
。
七



1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
三
）
1

と
。
第
二
に
、
釜

九

第6・表従業地による常住市町村別15歳以上就業醐（実㌦）お

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ
　　　　　　　　　　　　　　　1975年　　　　　1980年　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

釜石市での就業者言＋1）34・395（1・…）133ρ74（1・…）難

　　　釜石市3・・267（88・・）128・773（87・・）1蕪

　　　大槌町2・183（6・3）12・349（7・1）動
　　　遠野市　810（2．4）1746（2．3）の常　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亜
　　　山　田　町　422（1・2）1458（L4）：花
　　　宮古市　209（0．6）178（0・5）は
　往往　田　町　104（0．3）i　88（03）　’
　　　三　陸　町　　56（・．2）I　g4（・．3）釜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉄
地i田老町　50（0・1）一　33（0・1）一労

　　　盛岡市　36（0．1）1　46（0．1）i働
　　　大船渡市　3・（・・1）一58（・・2）勇

　　　宮　守　村　　25（0・1）1　24（0・1）：再

　　　気仙沼市　25（0．1）i42（Oj）配
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置
　　　注　1）　その他を含む。　　　　　　　　　　　　　　　を
　　　　　2）　資料は総理府統計局各年『国勢調査』。　　　　　　含

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞭
第62表常住地1こよる従業市町村別15歳以上就業者数（美㌦）人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口
　　　　　　　　　　　　　　　1975年　　　　　1980年　　　　の

　　釜石市内常住者計1）3・，621（1・…）…29・354（1・…）1爽

　　　釜石市3・・267（98・8）128・773（98・・）1奮

　従一大　 鎚　 町　　 219（0・7）：　356（L2）一　を

　　　遠野市　26（0．1）i39（0．1）も
業山田町　23（・・1）！39（・・1）：奄

　　　　宮古市　17（0・1）147（0・2）一し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
　地1大船　渡奇　　　一　（一）　　21（0、1）　て
　　　　盛　岡　市　一（一）…25（・」）一き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菟

　　　注　1）その他を含む。　　　　　　　　　　　　　　　と

　　　　　2）資料は第61表と同じ・同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時

　　減　者釜らて圏中表　でめ人に　　裳　 数石はいの心は第あて口’
　　が　が市　る変と’六るき吸周
　　あ　五内第。化し釜一。て収辺
　　つ　年の　両をた石　　い力か
　　た人間就に表示通市六　 るをら
　　このに業’かし勤を二　の弱の

七
年
で
は
九
三
・
三
九
％
で
あ
っ
た
の
が
、
八
一
年
に
は
八
八
・
六
〇
％
に
ま
で
低
下
し
た
。
こ
の
た
め
八
一
年
で
は
未
収
納
額
が
一
億
円
を

こ
し
、
国
保
会
計
が
赤
字
と
な
り
、
こ
の
た
め
に
財
政
調
整
基
金
か
ら
一
億
円
の
取
り
崩
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
④
　
釜
石
市
人
口
の
減
少



　
　
　
一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
金
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
三
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇

石
市
は
な
お
大
槌
町
、
遠
野
市
、
山
田
町
な
ど
の
釜
石
広
域
市
町
村
の
中
心
的
地
位
は
保
持
し
て
き
て
い
る
も
の
の
、
雇
用
吸
収
力
が
弱
ま
っ

て
い
る
こ
と
。
第
三
に
こ
の
雇
用
吸
収
力
の
弱
ま
り
は
、
例
え
ば
盛
岡
、
宮
古
な
ど
と
の
間
で
、
釜
石
市
へ
の
流
入
数
の
減
少
と
、
釜
石
市
か

ら
の
流
出
数
の
増
加
と
が
明
確
に
で
て
き
て
い
る
こ
と
。
第
四
に
、
釜
石
市
と
大
槌
町
と
の
関
係
は
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ

れ
は
大
槌
町
に
住
宅
地
を
求
め
て
の
流
出
人
口
で
あ
る
こ
と
と
、
な
ど
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
何
よ
り
も
大
き
な
こ
と
は
、
七
五
年
か
ら
八
○
年
に
か
け
て
、
総
人
口
が
五
二
、
二
二
九
人
か
ら
五
C
、
四
四
九
人
へ
と
五
年
間

に
一
、
七
八
○
人
減
少
し
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
後
も
減
少
を
つ
づ
け
、
八
四
年
六
月
に
は
県
推
計
で
遂
に
宮
古
市
に
抜
か
れ
、
岩
手
県
内
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

四
位
に
お
ち
た
こ
と
に
あ
る
。
三
陸
海
岸
の
中
心
都
市
と
し
て
の
釜
石
市
は
、
人
口
数
で
は
今
や
宮
古
市
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
時
期
に
来
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
） 　

『
岩
手
東
海
新
聞
』
八
四
年
五
月
三
〇
日
号
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
影
響
は
、
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
と
い
う
よ
り
は
、
八
四
年
一
月
に
発
表
さ
れ
た

新
た
な
合
理
化
が
重
要
な
原
因
と
な
っ
た
。
職
安
は
「
基
幹
産
業
で
あ
る
新
日
鉄
の
動
向
を
に
ら
み
な
が
ら
、
地
元
企
業
の
多
く
が
求
人
を
控
え
て
い

る
の
が
大
き
な
要
因
」
と
み
て
い
る
。

　
『
岩
手
東
海
新
聞
』
八
三
年
四
月
二
一
日
号
。
同
制
度
の
貸
付
限
度
額
は
五
〇
万
円
で
、
貸
付
利
率
は
年
八
・
七
六
％
以
内
、
貸
付
期
間
は
五
年
以

内
。
償
還
の
方
法
は
、
元
利
均
等
月
賦
償
還
か
ボ
ー
ナ
ス
併
用
元
利
均
等
月
賦
償
還
。
ま
た
『
岩
手
東
海
新
聞
』
八
三
年
六
月
一
一
日
号
は
、
　
「
好
調

の
生
活
資
金
、
住
宅
資
金
は
不
調
、
好
対
照
の
二
つ
の
融
資
制
度
、
不
景
気
浮
き
彫
り
ヒ
と
報
じ
て
い
る
。

　
『
岩
手
東
海
新
聞
』
八
四
年
五
月
九
日
号
。
た
だ
し
、
八
三
年
度
に
サ
ラ
金
相
談
が
急
増
し
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
潜
在
化
し
て
い
た
こ
の
種
の
問
題

が
、
市
の
サ
ラ
金
利
用
自
粛
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
な
か
で
同
所
の
存
在
を
知
り
、
顕
在
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
県
税
収
入
は
、
釜
石
管
区
は
優
良
で
あ
り
、
七
八
年
度
で
は
県
下
一
位
の
県
税
収
納
率
を
示
し
た
（
『
岩
手
東
海
新
聞
』
七
九
年
一
一
月
一
〇
日
号
）
。

　
釜
石
市
は
岩
手
県
内
二
二
市
の
な
か
で
、
市
税
収
納
率
は
七
八
年
か
ら
五
年
連
続
で
ト
ッ
プ
の
座
を
維
持
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
よ
う
に
収

納
率
が
落
ち
て
き
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
果
気
の
低
迷
が
市
民
の
生
活
に
ま
で
及
ん
で
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
『
岩
手
東
海
新
聞
』
八
三



（
6
）

（
7
） 年

八
月
一
一
日
号
）
。

『
掌
東
海
新
聞
』
八
三
年
五
星
百
号
．
国
保
税
率
改
定
は
、
七
七
年
塵
、
一
六
λ
％
、
七
八
年
度
八
．
八
％
、
七
九
年
度
六
．
魂
、
八
。

年
度
五
査
％
と
四
年
盟
攣
実
悪
紮
．
こ
の
た
め
八
一
髪
来
旨
約
一
億
八
千
万
円
の
余
剰
金
が
で
て
、
こ
れ
は
財
政
調
整
基
金
暑
み

立
て
ら
れ
て
い
た
。

『
掌
壽
喬
』
八
四
年
五
月
査
号
．
八
四
年
五
月
百
現
在
で
の
釜
石
市
の
合
集
一
、
六
三
人
で
あ
り
、
宮
古
市
に
エ
ハ
六
人
の
差

を
つ
け
ら
れ
て
第
四
位
に
お
ち
た
。
ま
た
五
位
の
一
関
市
と
は
九
六
八
人
差
と
ち
ぢ
距
一
ち
て
き
て
い
る
。

五

地
域
不
況
へ
の
対
応
策
の
展
開

　
　
－
複
合
都
市
へ
の
産
業
立
地
政
t

　
　
H
　
『
釜
石
地
区
産
業
立
地
計
画
調
査
報
告
書
』
に
み
る
立
地
可
能
業
種
の
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

釜
鉄
七
八
年
合
罷
へ
の
国
や
地
方
黒
体
の
対
応
は
、
財
政
政
策
の
観
点
か
ら
は
す
で
に
渠
論
文
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
．

こ
こ
で
は
・
掌
県
『
薯
幾
甕
策
の
大
鐘
が
釜
鉄
合
理
化
の
あ
と
し
ま
つ
と
同
時
に
、
「
釜
石
畿
塞
い
て
地
場
産
業
の
向
上
や

新
た
な
産
業
の
立
地
」
の
促
進
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
や
、
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
再
隻
7
ガ
ン
が
、
「
鉄
と
魚
の
ま
ち
」
か
ら
「
多
黛

産
業
を
も
つ
複
合
都
市
」
へ
の
転
婆
あ
げ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
新
た
な
産
業
や
企
業
の
導
入
が
釜
石
市
の
地
域
経
済
の
発
展
の
要
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
・
日
本
立
地
セ
ン
タ
乏
依
託
し
た
『
釜
石
地
区
産
業
立
地
計
嘉
査
報
告
書
（
案
）
』
（
五
八
（
犀
八
月
百
）

を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　
報
告
書
は
、
釜
石
の
産
業
開
発
の
方
向
を
、
六
つ
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
構
成
す
る
。
①
港
湾
機
能
活
用
を
中
心
と
し
た
広
域
条
件
の
改
善
に
よ

る
開
発
、
②
東
北
横
断
高
速
自
動
車
道
の
イ
ン
。
ハ
ク
ト
を
十
全
に
受
け
と
め
た
開
発
、
③
北
上
山
系
開
発
の
畜
産
計
画
と
の
関
連
、
④
鉄
鋼
の

　
　
　
1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
三
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一



　
　
　
！
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
三
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二

生
産
．
集
積
と
い
う
既
存
産
業
と
の
結
合
を
重
一
視
し
た
産
業
振
興
、
⑤
滞
在
型
を
め
ざ
す
観
光
開
発
、
⑥
釜
石
市
の
歴
史
や
人
的
蓄
積
を
ベ
ー

ス
と
し
た
研
究
都
市
と
し
て
の
開
発
、
な
ど
の
六
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
⑤
⑥
を
除
け
ば
、
釜
石
港
よ
り
原
材
料
の
輸
移
入
↓
釜
石
市
内
で
の
素

材
化
（
一
次
加
工
）
↓
北
上
山
系
お
よ
び
盛
岡
地
区
・
花
北
地
区
へ
の
出
荷
↓
同
地
区
で
の
部
品
化
（
二
次
加
工
）
↓
関
東
方
面
へ
の
出
荷
、

と
い
う
素
材
的
地
域
循
環
が
基
本
的
に
は
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
循
環
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
流
通
諸
施
設
や
交
通
体
系
が
整

備
計
画
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
立
地
可
能
と
さ
れ
る
業
種
は
、
第
一
に
は
釜
石
の
鉄
鋼
業
と
の
関
連
を
も
つ
金
属
・
機
械
工
業
で
あ
り
、
第
二
に
は
漁
業
と
の
関
連
を
も
つ

食
品
加
工
業
で
あ
り
、
第
三
に
は
北
上
山
系
の
大
規
模
畜
産
基
地
と
の
関
連
を
も
つ
配
合
飼
料
工
業
で
あ
り
、
第
四
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
で

あ
る
。
以
下
、
い
ま
少
し
検
討
を
深
め
よ
う
。

　
金
属
．
機
械
工
業
と
い
っ
て
も
、
す
べ
て
が
立
地
可
能
業
種
と
し
て
リ
ス
ト
・
ア
ッ
プ
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
取
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、

港
湾
利
用
．
臨
海
立
地
性
の
金
属
・
機
械
工
業
で
あ
り
、
四
桁
細
分
類
四
〇
業
種
で
あ
る
．
、
検
討
の
結
果
、
四
桁
細
分
類
一
〇
業
種
の
立
地
可

能
性
が
得
ら
れ
た
。
一
（
》
業
種
は
四
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

　
　
鋼
材
加
工
（
シ
ャ
ー
ス
リ
ッ
ト
、
建
設
用
金
属
製
品
、
製
か
ん
板
金
、
パ
イ
プ
加
工
）

　
　
線
材
加
工
（
ボ
ル
ト
ナ
ッ
ト
、
線
材
製
品
）

　
　
機
械
加
工
（
金
型
）

　
　
機
械
組
立
（
金
属
加
工
機
械
、
工
業
窯
炉
、
荷
役
運
搬
設
備
）

　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
鉄
鋼
第
二
次
加
工
品
や
、
あ
ま
り
高
度
な
技
術
を
必
要
と
し
な
い
機
械
の
生
産
で
あ
る
。
東
北
地
方
、
む
し
ろ
岩
手
県

と
い
う
局
地
的
な
市
場
圏
を
対
象
と
し
た
金
属
・
機
械
工
業
の
み
が
立
地
で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
内
陸
型
の
金
属
・
機
械
工
業

は
、
検
討
の
結
果
、
た
と
え
ば
横
断
道
が
で
き
れ
ば
東
北
縦
貫
道
沿
線
に
立
地
し
て
い
た
工
業
の
立
地
は
可
能
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
困
難
で



あ
る
と
し
て
い
る
。

第
二
の
立
地
可
能
業
種
は
食
料
・
関
係
で
あ
る
．
こ
れ
は
漁
業
資
源
と
の
関
連
で
あ
り
、
水
産
加
工
、
冷
凍
水
産
物
、
冷
凍
食
曇
ど
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

第
三
の
立
地
罷
業
種
は
配
合
蟹
垂
で
あ
る
．
北
上
山
系
の
畜
産
計
画
目
讐
の
係
わ
り
の
な
か
で
立
地
の
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い

る
。

第
四
の
立
智
能
業
種
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
で
あ
る
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
濠
（
蕪
、
石
油
鴛
、
L
N
G
、
L
P
G
、
石

炭
）
別
機
能
（
輸
入
基
讐
壁
墓
地
、
配
分
基
地
、
火
力
発
電
所
）
別
主
体
（
民
間
、
国
家
）
別
に
そ
の
立
地
可
能
讐
検
討
し
て
い

る
。
そ
の
輩
・
火
力
発
電
所
と
セ
ッ
ト
さ
れ
た
㎝
セ
ン
タ
．
凝
る
い
は
ガ
ス
化
セ
ン
タ
あ
立
地
可
聾
が
浮
上
し
た
．
火
力
発
電
所
が
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
な
る
の
は
、
第
一
に
、
現
在
、
三
陸
沿
岸
に
は
発
電
所
が
な
く
、
他
地
域
か
ら
の
電
力
供
給
を
受
け
て
お
り
、
北
部
の
火
力
発
電
所
立
地

計
票
か
つ
て
ご
餐
疑
っ
た
経
緯
も
脅
、
三
陸
沿
奪
の
立
地
要
望
が
き
わ
め
て
山
．
固
い
こ
と
、
第
二
些
一
薩
沿
崖
地
形
、
地
質
、
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M
　
　
　
、

。
集
積
の
面
か
ら
み
て
も
発
電
所
立
控
適
し
た
地
点
が
多
い
こ
と
、
な
ど
に
よ
る
．
た
だ
し
、
C
・
セ
ン
タ
ー
ガ
ス
化
セ
ン
タ
ー
は
火
力
発

電
所
な
し
に
は
立
碧
き
ぴ
．
ま
た
、
石
突
力
発
電
所
は
、
石
炭
灰
や
大
気
汚
染
問
題
、
輸
入
中
継
基
地
の
用
地
問
題
（
埋
立
宅
浮

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
漁
業
問
題
で
も
あ
る
）
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
は
工
業
の
立
地
可
能
讐
あ
る
が
、
⑤
は
観
光
開
発
で
あ
り
、
観
光
開
発
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
は
、
釜
石
湾
や
横
断
高
音
動
車
道

と
い
っ
た
東
西
軸
よ
り
も
・
三
陸
縦
貫
鉄
導
沿
岸
空
港
と
い
っ
た
南
北
軸
の
形
成
と
、
そ
の
拠
点
育
成
が
重
要
と
な
る
．
拠
点
の
育
成
は

「
鉄
」
に
か
か
わ
る
史
跡
と
人
萎
源
、
た
と
え
ば
、
橋
野
高
炉
跡
、
大
橋
鉱
山
、
釜
鉄
や
、
観
光
客
を
む
か
え
る
宿
泊
施
設
や
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
の
充
実
、
都
市
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
の
都
市
施
設
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
。

最
後
は
・
⑥
の
テ
ク
ノ
・
セ
ン
タ
あ
導
入
で
あ
る
．
具
体
的
に
緕
上
都
市
の
展
開
差
っ
て
票
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
長
期
的
な
課
題

　
　
　
i
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
三
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
二



一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
三
）

ご
一
四

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
報
告
書
は
短
、
中
、
長
期
の
さ
ま
ざ
ま
な
時
期
設
定
の
な
か
で
、
釜
石
市
の
産
業
立
地
可
能
性
を
検
討
し
た
が
、
い
ず
れ
も
、

釜
石
港
、
東
北
横
断
高
速
自
動
車
道
、
三
陸
縦
貫
鉄
道
な
ど
の
交
通
網
お
よ
び
施
設
の
充
実
・
整
備
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
清
水
修
二
「
特
定
不
況
地
域
対
策
と
地
方
自
治
体
－
釜
石
市
に
お
け
る
そ
の
展
開
に
触
れ
て
一
」
　
『
東
北
経
済
』
第
七
二
号
、
　
一
九
八
二
年
三

　
　
　
月
。

　
（
2
）
　
一
九
七
九
年
五
月
策
定
。

　
（
3
）
　
石
炭
と
石
油
の
混
合
燃
料
。


